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摘

要

手
錢
家
に
残
る
文
書
の
中
か
ら
連
句
資
料
を
リ
ス
ト
化
し
た
。
手
錢
家
に
残
る
連
句
資
料
は
、
宝
暦
か
ら
天
保
ま
で
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
杵
築
文
学
に
関
わ
っ
た
人
物
、
他
所
と
の
人
的
交
流
、
時
代
の
変
遷
な
ど
を
類
推
・
特
定
す
る
た
め
に
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

連
句
、
季
硯
、
百
蘿
、
大
社
、
手
錢
記
念
館

は
じ
め
に

手
錢
家
初
代
・
長
光
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
出
雲
市
白
枝
町
か
ら
大
社

へ
移
り
住
ん
で
穀
物
商
を
始
め
、
後
に
は
酒
造
業
を
営
ん
だ
。
江
戸
時
代
を
通
じ

て
酒
造
業
を
中
心
に
、
木
綿
、
木
材
、
藩
の
御
用
な
ど
広
く
商
売
を
手
が
け
た
手

錢
家
は
、
大
年
寄
と
い
っ
た
町
役
や
御
用
宿
を
勤
め
る
一
方
、
千
家
家
近
習
格
と

な
る
な
ど
出
雲
大
社
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
手
錢
家
に
は
、
書
画
・
工
芸
品
等
の
美
術
資
料
な
ら
び
に
文
書
資

料
が
数
多
く
伝
来
し
て
お
り
、
主
な
美
術
資
料
は
公
益
財
団
法
人
手
錢
記
念
館
に

寄
贈
さ
れ
、
展
示
公
開
さ
れ
て
い
る
。

文
書
は
、「
御
用
留
」、
歴
代
当
主
に
よ
る
「
萬
日
記
」
を
は
じ
め
、
政
治
・
経

済
・
文
化
に
関
す
る
様
々
な
分
野
の
資
料
が
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
近
代
ま
で
の

約
二
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
残
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
江
戸
期
の
書
籍
約
六
百
五
十
点
並
び
に
短
冊
や
一
枚
摺
、
詠
草
な

ど
の
文
芸
関
係
資
料
計
千
六
百
点
余
り
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
山
陰

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
対
象
と
し
て
継
続
し
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
過
程
で
、
杵
築
（
現
・
大
社
町
）
と
い
う
地
域
で
江
戸
時
代
を
通

じ
て
豊
か
な
文
芸
活
動
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
手
錢
家
各
代
の
当
主

や
家
族
が
そ
れ
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て

き
た
。

山
陰
研
究
（
第
六
号
）
二
〇
一
三
年
十
二
月
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一

手
錢
家
の
文
芸
資
料

文
芸
関
係
資
料
に
は
、
短
冊
、
詠
草
、
巻
紙
、
冊
子
、
一
枚
摺
、
刊
本
、
写
本

が
あ
る
。
三
代
・
季
硯
か
ら
八
代
・
安
秀
ま
で
各
代
の
当
主
ら
が
俳
諧
、
和
歌
、

連
句
、
漢
詩
な
ど
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
折
々
に
贈
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
短
冊
・

一
枚
摺
・
刊
写
本
等
が
あ
り
、
各
代
が
熱
心
に
文
芸
活
動
に
励
ん
だ
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

各
代
が
残
し
た
文
芸
資
料
は
大
ま
か
に
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

三
代
・
季
硯
―
発
句
、
連
句
、
和
歌
、
漢
詩
、
句
文

四
代
・
敬
慶
―
和
歌

五
代
・
有
秀
（
白
澤
）
―
発
句
、
連
句
、
和
歌
、
句
文

六
代
・
有
芳
（
野
塘
）
―
発
句
、
連
句
、
漢
詩
、
和
歌

七
代
・
有
鞆
―
和
歌
、
発
句

七
代
妻
・
さ
の
子
―
和
歌
、
発
句
、
連
句

八
代
・
安
秀
―
和
歌
、
発
句

こ
の
よ
う
に
ど
の
代
に
も
作
品
が
残
る
が
、
殊
に
、
三
代
・
季
硯
（
一
七
一
一
〜

九
一
）、
五
代
・
有
秀
（
白
澤
）（
一
七
七
一
〜
一
八
二
〇
）、
六
代
・
有
芳
（
野
塘
）

（
一
七
八
九
〜
一
八
四
三
）、
七
代
有
鞆
の
妻
・
さ
の
子
（
一
八
一
三
〜
六
二
）
に

よ
る
資
料
が
多
い
。
彼
ら
は
皆
、
連
句
を
残
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
共
通
し
て

い
る
。

連
句
は
、「
俳
諧
之
連
歌
」
と
も
呼
ば
れ
、
連
歌
か
ら
発
生
し
俳
諧
の
母
体
と
な
っ

た
「
座
の
文
芸
」
で
あ
る
。
複
数
の
人
物
が
集
ま
り
句
を
連
ね
る
連
句
は
、
江
戸

期
を
通
じ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

二

季
硯
時
代
（
宝
暦
〜
寛
政
）

三
代
・
季
硯
に
よ
る
資
料
で
は
、
広
瀬
百
蘿
・
冠
李
ら
と
の
連
句
の
他
、
遠
方

か
ら
訪
れ
た
俳
諧
を
嗜
む
人
々
と
連
句
を
楽
し
ん
だ
も
の
も
多
く
、
一
部
に
は
「
季

硯
冠
李
両
子
」
な
ど
と
二
人
の
名
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。

冠
李
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
季
硯
の

弟
（
兵
吉
郎
長
康
）
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
季
硯
・
冠
李
の
二
人
が
揃
っ

て
俳
諧
の
世
界
で
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
杵
築
の
人
々
と

外
部
と
の
俳
諧
に
よ
る
交
流
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
今
ま
で
知
ら

れ
な
か
っ
た
事
実
が
現
れ
て
き
た
。

ま
た
、
資
料
に
よ
っ
て
「
誹
諧
」
と
「
俳
諧
」
と
い
う
二
種
類
の
「
は
い
か
い
」

表
記
が
あ
る
。

手
錢
家
所
蔵
の
俳
論
書
に
よ
る
と
、「
俳
諧
」
は
支
考
を
祖
と
す
る
美
濃
派
の
用

字
で
あ
っ
て
、
百
蘿
を
中
心
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
杵
築
俳
壇
の
人
々
は
「
誹

諧
」
が
正
当
な
表
記
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
伊
藤
善
�
氏
の
ご
指
摘
に

よ
る
）。

こ
の
こ
と
は
、
杵
築
俳
壇
の
特
徴
と
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
詳

し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

三

有
秀
・
有
芳
時
代
（
文
化
文
政
〜
天
保
）

五
代
・
有
秀
、
六
代
・
有
芳
時
代
に
な
る
と
、
百
蘿
の
息
子
で
あ
る
日
々
庵
浦

安
（
一
七
六
五
〜
一
八
四
六
）
の
名
前
が
多
く
見
ら
れ
、
一
部
資
料
で
は
「
宗
匠
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浦
安
が
座
の
中
心
と
な
り
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
月
に
一
、
二
回
の
割
合
で
会
が
続
く
一
連
の
資
料
や
、
一
回

五
〇

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
（
上
）（
佐
々
木
杏
里
）
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の
座
に
十
名
以
上
が
名
を
連
ね
て
い
る
会
が
あ
る
。

ま
た
、
単
な
る
遊
び
と
し
て
で
は
な
く
、
地
元
の
名
士
の
為
に
追
悼
連
歌
、
祝

儀
連
歌
な
ど
の
興
行
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
含
む
版
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
連
句
の
活
動
と
し
て
は
最
盛
期
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

四

弘
化
以
降

七
代
・
有
鞆
の
妻
で
あ
り
、
江
戸
後
期
の
杵
築
歌
壇
で
も
活
躍
し
て
い
た
さ
の

子
に
よ
る
連
句
は
『
大
念
寺
観
音
堂
奉
納
教
行
庵
厳
譽
簾
荘
居
士
追
悼
輯
』
に
収

録
さ
れ
る
、
追
悼
の
た
め
の
興
行
一
回
し
か
な
い
（
後
掲
の
翻
刻

１
４
６
）。

さ
の
子
と
同
世
代
の
中
臣
典
膳
（
一
八
〇
四
〜
六
三

俳
諧
・
和
歌
・
狂
歌
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
た
。
俳
号
は
、
蘭
阿
・
六
村
な
ど
）
に
よ
る
連
句

も
天
保
年
間
と
思
わ
れ
る
時
代
の
も
の
し
か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
六
代
・
有
芳
が

没
し
た
の
と
同
時
期
と
な
る
天
保
後
期
に
は
、
杵
築
に
お
け
る
俳
諧
活
動
の
中
心

は
「
連
句
」
か
ら
「
発
句
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。こ

の
時
期
に
は
、
浦
安
の
息
子
で
あ
る
廣
瀬
茂
竹
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
一
）

や
中
臣
典
膳
、
出
雲
大
社
の
御
師
で
も
あ
っ
た
田
中
安
海
（
の
ち
に
千
海
、
一
七

九
七
〜
一
八
八
七
）
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
手
錢
家
に
残
る
連
句
資
料
を
、
手
錢
家
歴
代
当
主
の
時
代
に
沿
っ
て
概

観
し
た
。

手
錢
家
に
残
る
連
句
資
料
は
、
宝
暦
か
ら
天
保
ま
で
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
杵
築
文
学
に
関
わ
っ
た
人
物
、
他
地
域
と
の
人
的
交
流
、
時
代
に

よ
る
文
芸
活
動
の
変
遷
な
ど
を
類
推
・
特
定
す
る
た
め
に
も
大
変
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
資
料
と
す
る
べ
く
、
リ
ス
ト
化
を
試
み
た
。

な
お
、
原
稿
の
分
量
の
都
合
で
、
今
回
は
季
硯
時
代
と
重
な
る
寛
政
期
ま
で
の

資
料
の
み
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
以
下
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し

た
い
。凡

例

今
回
は
宝
暦
期
か
ら
寛
政
期
ま
で
の
資
料
の
み
掲
載
し
た
。
こ
の
時
期
は
ほ
ぼ

「
百
蘿
の
時
代
」
と
も
言
え
る
。

資
料
は
お
お
よ
そ
年
代
順
に
配
列
し
、
通
し
番
号
を
付
け
た
。
年
代
が
記
さ
れ

て
い
な
い
資
料
の
う
ち
、
そ
の
作
品
を
収
録
し
た
冊
子
の
刊
行
年
時
や
筆
写
年
時

が
分
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

通
し
番
号
に
続
け
て
、
連
衆
数
と
連
句
の
形
式
を
「
三
吟
三
十
六
句
」
の
よ
う

な
形
で
し
る
し
、
さ
ら
に
、
連
衆
名
を
括
弧
で
括
っ
て
見
出
し
と
し
た
。
連
衆
名

は
資
料
に
出
て
く
る
通
り
に
記
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
「
硯
（
季
硯
）」
の
よ
う

に
括
弧
で
括
っ
て
情
報
を
補
っ
た
。
ま
た
「
／
」
以
下
に
、
そ
の
連
句
を
載
せ
る

資
料
名
を
記
し
た
。

連
衆
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
っ
て
も
、
他
の
資
料
や
筆
跡
に
よ
っ

て
作
者
が
類
推
で
き
る
も
の
は
、
そ
れ
を
記
し
た
。

見
出
し
に
続
け
て
当
該
連
句
作
品
を
翻
刻
し
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
三
句
以
上

の
連
句
に
つ
い
て
は
、
発
句
・
脇
句
・
三
句
の
み
記
載
し
た
。

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
な
る
べ
く
原
本
の
用
字
を
残
し
た
が
、
一
部
通
行
の
字
体

を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
難
読
の
箇
所
は
□
と
し
、
お
よ
そ
の
字
数
を
示

し
た
。

『
松
葉
日
記
』、『
葡
萄
棚
巻
之
二
』
に
つ
い
て
は
伊
藤
善
�
氏
よ
り
作
成
中
の
翻

刻
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
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手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧

◎
季
硯
（
一
七
一
一
〜
一
七
九
六
）
時
代

１

独
吟
十
二
句
（
季
硯
）
／
『
松
葉
日
記
』

長
谷
氏
の
何
が
し
や
め
る
事
あ
り
け
る
を
は
や
く
も
快
復
あ
ら
ん
事
を

祈
る
に
は
い
か
い
首
尾
の
吟
を
綴
り
其
鬱
情
を
い
さ
む
る
連
句
の
中
鶴

亀
松
竹
を
以
て
祝
言
を
う
た
ふ
誠
に
笑
談
の
拙
章
見
る
人
笑
ら
ふ
へ

し
／
＼

竹
子
や
喰
残
さ
れ
て
今
と
し
竹

こ
ゝ
ろ
よ
い
も
の
夏
の
朝
起

飼
鶴
も
す
り
餌
の
音
に
目
覚
し
て

２

二
吟
二
句
（
季
硯
・
�
天
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

春
笑
法
師
の
尋
に
預
る
日

�
遊
ふ
一
日
は
芦
も
花
む
し
ろ

季
硯

秋
の
ふ
か
さ
も
見
ゆ
る
金
屏

�
天

３

三
吟
十
八
句
（（
�
天
・
冠
李
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

即
興

花
を
待
こ
ゝ
ろ
も
さ
へ
し
冬
隣

�
天

火
に
寄
や
す
き
月
の
行
里

冠
李

網
代
場
ハ
秋
の
末
よ
り
懸
置
て

冠
李

４

二
吟
二
句
（
季
硯
・
冨
英
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

冨
英
子
に
ま
ね
か
れ
て

花
の
前
塵
と
見
る
日
や
冬
牡
丹

季
硯

垣
の
や
つ
れ
に
さ
ゆ
る
桂
男

冨
英

５

二
吟
二
句
（
季
硯
・
冨
英
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈

余
所
に
聞
鹿
の
咄
し
や
小
六
月

冨
英

下
戸
の
出
合
に
叶
ふ
茶
の
花

季
硯

６

三
吟
三
十
六
句
（
冨
英
・
季
硯
・
南
綏
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

歌
仙
行

鵜
の
く
ゝ
る
瀬
や
小
春
の
花
の
波

冨
英

杭
て
存
し
も
力
も
つ
く
れ

季
硯

市
戻
り
誂
物
と
投
込
て

南
綏

７

二
吟
二
句
（
冠
柳
・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

豊
前
の
冠
柳
坊
此
五
月
七
日
尋
ね
ら
る

さ
ひ
付
し
庵
の
巌
や
苔
の
は
な

豊
前

冠
柳

暮
ぬ
内
よ
り
建
る
蚊
は
し
ら

硯

８

二
吟
二
句
（
仝
（
季
硯
）・
冠
柳
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈

笠
か
け
よ
藜
は
杖
に
な
ら
す
と
も

仝

香
を
汲
添
て
花
の
ひ
あ
ふ
き

柳

９

二
吟
二
句
（
虚
舟
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

五
二

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
（
上
）（
佐
々
木
杏
里
）
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端
書
略

月
も
花
も
こ
ゝ
ろ
ま
か
せ
の
茂
り
哉

虚
舟

闇
の
紛
れ
を
と
ほ
す＝

【
虫
偏
に
干
】
火

硯

１０

二
吟
二
句
（
季
硯
・
麁
茗
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈

人
目
に
は
む
す
ふ
と
な
し
に
清
水
哉

硯

舟
と
も
呼
ハ
す
渡
る
凉
風

茗

１１

二
吟
二
句
（
ヽ
（
麁
茗
）・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈

夏
雨
や
ぬ
れ
て
も
道
の
凉
し
さ
に

ヽ

着
な
り
寐
な
り
に
帷
子
の
肌

硯

１２

宝
暦
四
年
六
月

二
吟
二
句
（
硯
（
季
硯
）・
亀
文
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

宝
暦
四
の
と
し
六
月
廿
一
日
難
波
干
霜
庵
亀
文
子
来
て
あ
る
し
季
硯
在

宿
哉
と
問
ふ
季
硯
ミ
つ
か
ら
立
出
て
季
硯
は
他
出
也
と
言
ふ
遠
き
に
あ

り
や
近
く
に
あ
り
い
さ
先
笠
を
か
け
給
へ
と
言
ふ
に
随
ひ
と
り
あ
へ
ぬ

調
度
も
漸
時
過
る
こ
ろ
季
硯
対
顔
す
る
に
亀
子
季
硯
な
る
事
を
し
ら
す

し
て
季
硯
子
は
い
ま
た
か
へ
ら
さ
る
や
と
問
ふ
に
季
硯
と
尋
ね
ら
る
ゝ

事
の
恥
し
さ
に
暫
時
其
名
を
隠
し
て

□
□
て
蚊
帳
を
此
夜
の
隠
し
蓑

硯

我
花
を
た
て
廻
す
葛
の
葉

亀
文

１３

二
吟
二
句
（
ヽ
（
亀
文
）・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

季
硯
子
の
雅
名
遠
く
は
谺
に
響
き
近
く
は
耳
に
轟
き
て

湖
も
何
□
起
る
蓮
の
花

ヽ

月
の
旅
寐
や
夕
か
ほ
の
窓

硯

１４

二
吟
二
句
（
ヽ
（
季
硯
）・
文
（
亀
文
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

亀
文
子
に
対
し
て

柳
に
も
糸
は
あ
れ
と
も
さ
く
ら
麻

ヽ

瓜
に
向
ふ
て
う
に
な
ら
ぬ
花

文

１５

二
吟
二
句
（
文
（
亀
文
）・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

風
流
を
も
て
雅
名
を
隠
し
給
へ
は
か
く
さ
れ
て
遊
ふ
も
有
□
な
ら
ん
か

羽
た
ゝ
き
も
風
よ
り
凉
し
鸛
の
侍

文

□
干
の
唯
咲
て
居
る

硯

１６

二
吟
二
句
（
文
（
亀
文
）・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

対
季
硯
子

一
句
を
出
せ
は
一
句
を
吐
く
同
し
八
雲
の
道
な
か
ら
子
は
芭
蕉
の
流
を

汲
ミ
予
は
才
麻
呂
の
末
を
慕
ふ
其
か
わ
ら
ぬ
も
風
雅
の
情
に
し
て
替
る

も
又
風
雅
の
花
也
天
い
つ
れ
を
か
捨
ん
地
い
つ
れ
を
愛
せ
ん

皆
土
の
備
る
味
そ
蓼
生
姜

文

笠
着
て
来
て
は
け
ふ
と
ま
り
鵜

硯

１７

二
吟
二
句
（
亀
文
・
季
硯
）
／
懐
紙
一
枚

贈

季
硯
子

－１７２－
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一
句
を
出
せ
は
一
句
を
吐
く
同
し
八
雲
の
道
な
か
ら
子
は
芭
蕉
の
流
れ

を
汲
ミ
予
は
才
磨
の
末
を
慕
ふ
其
言
か
ハ
ら
ぬ
風
雅
の
情
に
し
て
か
ハ

る
も
ま
た
風
流
の
花
な
る
へ
し
天
い
つ
れ
を
捨
ん
地
ハ
い
つ
れ
を
□
と

せ
ん

皆
土
の
備
へ
る
味
そ
蓼
生
姜

亀
文

笠
す
て
来
て
は
け
ふ
と
ま
り
鶴

季
硯

１８

二
吟
二
句
（
季
硯
・
麻
□
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

松
江
に
て
麻
□
法
師
を
尋
て

夏
の
夜
に
い
さ
つ
き
□
ん
笠
の
ひ
も

季
硯

夏
の
夜
を
い
さ
蚊
を
わ
す
れ
艸

麻
□

１９

二
吟
二
句
（
ヽ
（
麻
□
）・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

返
し

木
の
下
の
闇
を
ぬ
け
た
り
く
ゝ
つ
た
り

ヽ

月
の
落
着
か
た
へ
ほ
た
る
火

硯

２０

二
吟
二
句
（
臥
猪
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

い
つ
ま
て
も
振
向
花
の
峠
か
な

臥
猪

□
□
に
暮
て
丁
と
宵
月
□

季
硯

２１

二
吟
二
句
（
芦
月
・
硯
（
季
硯
））
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

高
き
ほ
と
ひ
く
き
も
撫
る
柳
か
な

芦
月

蛙
に
知
恵
の
は
や
ひ
鶯

硯

２２

二
吟
三
十
六
句
（
季
硯
・
亀
文
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

大
坂
亀
文
子
附
合
句
前
に
も
ら
せ
し
ゆ
へ
爰
に
出
ス
也

あ
ら
海
や
□
の
背
よ
り
雲
の
峯

亀
文

風
物
く
さ
き
垣
に
昼
か
ほ

季
硯

汁
の
実
に
こ
ま
ら
ぬ
程
の
畑
持
て

文

２３

二
吟
二
句
（
雲
吐
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

冠
李
子
は
於
杵
築
吟
し
今
朝
季
硯
を
慕
ひ
て
松
江
に
い
た
る

湖
を
中
に
は
さ
む
や
雲
の
み
ね

雲
吐

は
や
松
茸
の
笠
に
薫
ノ

季
硯

２４

二
吟
二
句
（
季
硯
・
雲
吐
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

粟
津
な
る
雲
吐
法
師
に
□
□
会
す

早
乙
女
の
う
た
の＝

【
口
偏
に
化
】
を
□
せ
ん

季
硯

君
か
杖
に
は
な
ら
す
若
竹

雲
吐

２５

七
吟
十
八
句
（
雲
吐
・
重
枝
・
季
硯
・
臥
猪
・
有
梅
・
梅
人
・
梧
鳳
）
／
『
葡

萄
棚
巻
之
二
』

玉
産
の
諸
賢
へ
宿
し
て

裏
表
な
き
交
り
や
辻
か
花

雲
吐

笠
か
け
て
よ
り
明
安
き
月

重
枝

迎
へ
駕
寐
驚
な
か
ら
に
□
寄
て

季
硯

２６

三
吟
十
四
句
（
芙
川
・
季
硯
・
梅
人
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

短
歌
行

五
四

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
（
上
）（
佐
々
木
杏
里
）
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吹
け
る
に
風
も
み
の
る
や
渡
鳥

芙
川

□
に
す
れ
は
月
も
よ
い
程

季
硯

掛
水
の
来
る
筋
は
か
り
秋
更
て

梅
人

２７

三
吟
三
句
（
季
硯
・
嵐
白
・
冠
李
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

感
瑞
夢
を
得
奉
り
て
其
祝
意
を
□
た
ふ

見
て
置
ん
嫁
取
よ
し
を
初
暦

季
硯

注
連
も
縁
を
洗
ふ
門
松

嵐
白

鶴
に
又
蝶
の
折
か
た
春
め
き
て

冠
李

２８

二
吟
二
句
（
魯
川
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈
端
略

物
々
し
住
居
や
花
の
あ
る
し
達

魯
川

む
し
ろ
の
数
に
小
豆
若
艸

季
硯

２９

二
吟
二
句
（
笑
道
・
季
硯
）
／
『
葡
萄
棚
巻
之
二
』

会
釈

月
の
夜
は
見
つ
ゝ
隠
れ
つ
蛍
哉

笑
道

葵
の
花
の
段
々
に
咲

季
硯

３０

独
吟
二
十
四
句
（
不
明
）
／
懐
紙
一
帖

短
哥
行

伏
勢
の
な
き
代
や
鴈
の
渡
り
や
う

山
の
錦
に
つ
つ
む
弓
張

面
白
い
所
へ
つ
ふ
し
た
窓
明
て

３１

三
吟
二
十
四
句
（
芙
川
・
季
硯
・
冠
李
）
／
懐
紙
一
帖

此
野
に
も
月
の
入
た
る
薄
哉

鵙
よ
り
早
い
旅
の
朝
立

雇
人
来
れ
ハ
新
酒
の
嗅
か
し
て

※
当
該
資
料
は
記
名
が
な
い
が
３３
に
よ
り
作
者
が
判
明
す
る
為
三
吟
と
す
る

３２

二
十
四
句
（
不
明
）
／
懐
紙
一
帖

夜
嵐
の
ち
き
れ
／
＼
や
き
り
／
＼
す

留
守
か
と
覗
く
や
う
な
月
影

隙
に
し
た
旅
さ
へ
秋
ハ
い
そ
か
れ
し

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明

３３
「
宝
暦
九
年
卯
仲
穐
於
葡
萄
林
興
行
之
」

三
吟
二
十
四
句
（
芙
川
・
季
硯
・
冠
李
）
／
懐
紙
一
帖

誹
諧
之
連
歌

此
野
に
も
月
の
入
た
る
す
ゝ
き
哉

芙
川

百
舌
よ
り
は
や
ひ
旅
の
朝
起

季
硯

雇
人
か
来
れ
は
新
酒
の
嗅
か
し
て

冠
李

３４

宝
暦
十
年
長
月
廿
九
日

三
吟
三
十
六
句
（
季
硯
・
百
蘿
・
冠
李
）
／
懐
紙
一
帖

誹
諧
之
連
謌

小
鳥
皆
渡
し
し
ま
ふ
て
渡
鶴

季
硯

鶴
も
一
夜
を
こ
の
松
の
月

百
蘿

－１７０－
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く
つ
ろ
ひ
て
か
た
れ
は
古
酒
の
今
酔
て

冠
李

３５

三
吟
三
十
六
句
（
百
蘿
・
季
硯
・
冠
李
）
／
版
本
（
題
箋
剥
離
の
た
め
書
名

不
明
）

百
蘿
坊
下
向
の
折
に

小
鳥
皆
渡
し
仕
舞
て
わ
た
り
鶴

鶴
も
一
夜
を
此
松
の
月

く
つ
ろ
ひ
て
か
た
れ
は
古
酒
の
今
酔
て

※
当
該
資
料
は
記
名
が
な
い
が
３４
よ
り
作
者
が
判
明
す
る
為
三
吟
と
す
る

３６

四
吟
十
二
句
（
蕉
水
・
季
硯
・
寸
虎
・
蟻
弥
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

季
硯
風
流
の
旅
亭
に
ま
か
り
て

添
竹
の
ふ
し
の
一
夜
を
百
夜
草

蕉
水

列
明
て
待
小
田
に
厂
か
ね

季
硯

盃
の
影
き
ふ
／
＼
と
窓
に
来
て

寸
虎

３７

三
吟
三
句
（
季
硯
・
季
風
・
如
累
？
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

志
願
の
事
あ
り
て
東
に
赴
首
出
の
日
津
満
亭
に
富
士
の
絵
を
か
け
ら
れ

た
り

自
然
の
喜
瑞
を
思
ひ
合
せ
て

富
士
の
夢
合
せ
鏡
や
月
の
秋

き
硯

門
田
に
居
る
御
代
の
初
�

き
風

落
栗
の
頃
と
て
朝
を
早
起
て

如
累
？

３８

二
吟
二
句
（
一
歩
園
艸
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

渭
樹
江
雲
の
情
を
拝
ん
と
此
秋
ハ
季
硯
子
を
誘
ふ
て

一
葉
つ
ゝ
拾
ひ
合
せ
ん
袖
た
も
と

一
歩
園
艸

振
茶
を
む
し
に
た
の
む
も
て
な
し

季
硯

３９

二
吟
二
句
（
季
硯
・
芙
川
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

此
秋
一
歩
園
の
あ
る
し
に
訪
れ
て
正
風
の
談
を
得
た
り

其
上
の
馴
染
こ
ゝ
ろ
や
藍
の
花

季
硯

わ
た
り
鳥
と
て
招
か
ね
と
て

芙
川

４０

二
吟
二
句
（
季
硯
・
瓢
十
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

石
の
瓢
十
子
に
訪
れ
て
東
海
道
の
物
か
た
り
を
聞
に
甚
羨
に
堪
た
り

能
因
の
あ
と
誰
／
＼
そ
天
津
厂

季
硯

其
錦
か
ら
と
て
草
枕

瓢
十

４１

二
吟
二
句
（
柿
子
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

去
年
は
月
に
風
窓
を
な
ら
ひ
□
今
と
し
は
花
に
吟
を
祝
ふ
此
亭
の
あ
る

し
は
我
た
め
の
雅
伯
に
し
て

彼
の
六
親
の
其
ひ
と
り
な
る
あ
し
た
に

は

鳥
を
あ
は
れ
み
夕
辺
に
は
花
を
愛
す

其
心
の
清
涼
な
る
其
容
の

安
楽
な
る

誰
か
此
老
を
う
ら
や
ま
さ
ら
ん

さ
れ
は
□
□
三
月
に
及

へ
と
も

い
ま
た
主
人
に
一
句
を
も
贈
ら
す

な
く
て
過
な
ん
も
本
ゐ

な
け
れ
ハ
と
ふ
か
く
も
と
む
れ
は

お
の
れ
か
闇
に
迷
ひ
浅
く
尋
れ
は

浮
華
に
し
て
信
す
く
な
し

春
秋
や
乙
鳥
問
来
る
花
の
宿

柿
子

さ
く
ら
よ
も
雲
袖
の
墨
染

硯

４２

三
吟
三
十
六
句
（
季
硯
・
柿
子
・
右
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

五
六

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
（
上
）（
佐
々
木
杏
里
）
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此
日
両
風
子
に
訪
れ
け
る
折
か
ら
雨
の
あ
り
け
れ
は

春
雨
や
客
ふ
た
り
得
て
猶
閑

季
硯

蝶
も
桜
の
花
の
縁
さ
き

柿
子

あ
た
ゝ
か
さ
幕
か
ら
酒
の
匂
ひ
来
て

右
硯

４３

三
吟
三
十
六
句
（
季
硯
・
柿
子
・
右
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

月
や
花
に
並
へ
て
見
た
り
ま
め
な
貌

季
硯

命
が
あ
れ
は
鴈
も
燕
も

柿
子

此
風
は
あ
の
山
は
な
を
吹
て
来
て

右
硯

４４

三
吟
三
十
六
句
（
右
硯
・
季
硯
・
柿
子
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

い
さ
ゝ
ら
は
我
も
眠
ら
ん
春
の
雨

右
硯

月
の
さ
く
ら
を
浦
の
も
て
な
し

季
硯

兀
た
山
兀
ぬ
山
か
ら
咲
か
れ
け
し

柿
子

４５

二
吟
二
句
（
為
暁
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

季
硯
雅
伯
の
貴
館
を
は
し
め
て
訪
ひ
侍
り
て

葉
桜
や
百
里
聞
て
ふ
風
の
お
と

筑
前

為
暁

袷
も
か
ろ
し
此
身
此
ま
ま

季
硯

４６

三
十
六
句
（
不
明
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

歌
仙
行

新
茶
か
と
問
は
古
茶
に
も
袷
か
な

春
す
た
れ
か
ら
風
の
折
／
＼

打
枝
や
真
帆
も
片
帆
も
目
の
下
に

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明

４７

十
九
句
（
不
明
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

歌
仙

ほ
と
と
き
す
こ
ち
ら
の
岑
や
雲
ち
き
れ

青
葉
に
わ
か
る
�
の
一
村

�
は
れ
て
今
日
菴
の
茶
も
酒
も

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明

４８

二
吟
二
句
（
為
暁
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

季
硯
雅
伯
の
風
館
に
は
し
め
て
訪
ひ
侍
り
て

葉
桜
や
百
里
聞
て
ふ
風
の
音

筑
前

為
暁

袷
も
か
る
し
此
身
此
ま
ま

季
硯

４９

二
吟
二
句
（
仝
（
季
硯
）・
為
暁
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

筑
紫
な
る
為
暁
雅
伯
に
訪
れ
て

河
百
里
海
百
里
山
ほ
と
と
き
す

仝

貌
み
分
け
入
る
卯
の
花
の
か
き

為
暁

５０

二
吟
二
句
（
茂
竹
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

再
白
澤
の
風
窓
を
扣
て

河
骨
や
鳰
の
浮
巣
の
な
か
れ
つ
き

茂
竹

苫
屋
の
窓
に
月
の
梅
雨
晴

季
硯

５１

二
吟
二
句
（
硯
交
・
季
硯
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」
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白
澤
主
人
の
風
窓
を
尋
け
る
に
打
水
の
さ
す
て
五
尺
の
あ
や
め
艸
と
有

吟
を
給
り
け
れ
は

あ
や
め
に
も
届
ひ
て
見
は
や
真
こ
も
艸

硯
交

去
年
の
竹
も
お
な
じ
若
竹

季
硯

５２

二
吟
二
句
（
季
硯
・
硯
交
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

浮
雲
流
水
の
風
騒
茂
竹
主
人
に
対
す

萍
の
花
や
根
と
て
は
お
ろ
さ
ね
と

季
硯

此
泉
水
を
濁
す
五
月
雨

硯
交

５３

三
吟
四
句
（
硯
（
季
硯
）・
茂
竹
・
冠
李
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

会
題

打
水
も
届
け
五
尺
の
あ
や
め
艸

硯

山
の
如
な
る
石
に
さ
ゝ
蟹

茂
竹

百
里
来
て
も
都
の
風
を
言
ぬ
か
な

冠
李

５４

二
吟
二
句
（
竹
（
茂
竹
）・
李
（
冠
李
））
／
仮
綴
じ
一
帖
「
見
聞
集
」

涼
し
さ
や
線
に
見
す
か
す
蔦
の
数

竹

汗
の
此
身
を
恥
る
縁
さ
き

李

５５

三
十
六
句
（
不
明
）
／
一
帖
「
俳
諧
季
よ
勢
哥
仙
」

春
か
せ
ん

か
さ
り
け
り
秋
の
木
の
実
も
今
朝
の
春

ま
た
淡
雪
の
峰
に
う
く
ひ
す

下
萌
に
い
つ
□
の
芦
の
角
現
て

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明
だ
が
書
体
等
か
ら
季
硯
が
記
し

た
も
の
と
考
え
る
。

５６

四
十
四
句
（
不
明
）
／
一
帖
『
俳
諧
季
よ
勢
哥
仙
』

夏
四
十
四

若
竹
の
や
ふ
に
尊
し
桐
の
花

鷹
毛
を
替
て
鳥
屋
に
入
友

煮
さ
け
に
て
木
の
下
闇
を
茂
聲
ん

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明
だ
が
書
体
等
か
ら
季
硯
が
記
し

た
も
の
と
考
え
る
。

５７

三
十
六
句
（
不
明
）
／
一
帖
『
俳
諧
季
よ
勢
哥
仙
』

穐
歌
仙

秋
た
つ
や
桐
も
一
葉
の
藪
に
落

山
を
わ
か
れ
て
塒
を
出
る
鷹

朝
貌
は
身
に
入
む
月
の
つ
と
入
て

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明
だ
が
書
体
等
か
ら
季
硯
が
記
し

た
も
の
と
考
え
る
。

５８

二
十
四
句
（
不
明
）
／
一
帖
『
俳
諧
季
よ
勢
哥
仙
』

冬
短
哥
行

木
か
ら
し
や
時
雨
を
拝
む
神
送
り

茶
の
口
き
れ
は
片
鶉
な
く

月
寒
し
八
手
の
花
と
枇
杷
咲
て

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明
だ
が
書
体
等
か
ら
季
硯
が
記
し

五
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た
も
の
と
考
え
る
。

５９

天
明
七
未
十
一
月
十
二
日
会

七
吟
三
十
六
句
（
忍
更
・
蕉
雨
・
釣
水
・
壽
山
・
泉
里
・
柳
雨
・
硯
李
・
執
筆
）
／

仮
綴
じ
一
帖
「
蕉
翁
忌
日
之
会
」

歌
仙

う
く
ひ
す
も
知
ら
は
問
ひ
来
ん
冬
至
梅

忍
更

雪
を
こ
ほ
し
て
起
直
る
竹

蕉
雨

隣
か
ら
と
な
り
へ
裏
の
道
つ
け
て

釣
水

６０

三
十
六
句
（
不
明
）
／
懐
紙
一
帖
「
点
合
歌
仙
行
」

□
□
枯
て
狐
の
覗
く
庵
哉

冬
の
日
脚
の
枩
に
か
た
ふ
く

竹
□
入
か
帰
重
は
少
し
腹
へ
り
て

※
当
該
資
料
に
記
名
が
な
く
独
吟
か
連
吟
か
不
明
だ
が
書
体
等
か
ら
季
硯
が
記
し

た
も
の
と
考
え
る
。

◎
有
秀
（
白
澤
）（
一
七
七
一
〜
一
八
二
〇
）
時
代

６１

九
吟
十
八
句
（
百
蘿
・
巴
龍
・
冠
李
・
芦
川
・
仙
菊
・
一
毛
・
有
秀
・
簀
山
・

波
光
）
／
一
枚
摺
一
枚

老
の
身
ハ
門
を
見
ん
と
あ
る
人
の
い
へ
る
を
も
こ
よ
ひ
の
清
光
に
物
忘

れ
し
て
徳
園
の
翁
と
と
も
に
爰
の
海
へ
た
に
吟
行
す

須
磨
は
い
さ
い
さ
ゝ
の
濱
の
け
ふ
の
月

百
蘿

鳫
か
唐
櫓
か
沖
に
す
む
聲

巴
龍

か
さ
ね
た
る
袷
に
裾
の
お
も
た
く

冠
李

６２

寛
政
九
年

去
十
二
日
月
次
会

仙
菊
亭

う
ら
安
集
書

五
吟
十
二
句
（
阿
り
秀
・
う
ら
安
・
百
蘿
・
一
毛
・
ゆ
き
丸
）
／
仮
綴
じ
一
帖
「
良

夜
吟
」蓮

の
実
の
飛
も
な
つ
か
し
冬
の
音

阿
り
秀

袖
に
し
く
る
ゝ
竹
の
し
ら
露

う
ら
安

よ
イ
ハ
月
昼
は
源
氏
に
秋
ふ
け
て

百
蘿

６３

七
吟
八
句
（
満
弓
・
百
蘿
・
有
秀
・
一
毛
・
浦
安
・
巴
石
・
巴
弓
）
／
仮
綴

じ
一
帖
「
き
さ
ら
き
日
記
」

羽
や
す
め
に
た
の
む
か
け
あ
り
飛
ひ
つ
は
め

満
弓

言
葉
の
花
に
か
ほ
る
北
窓

百
蘿

長
き
日
も
あ
か
ぬ
遊
ひ
に
暮
過
て

有
秀

付
記資

料
翻
刻
な
ら
び
に
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
湘
北
短
期
大
学
の
伊
藤
善

�
氏
、
島
根
県
立
出
雲
歴
史
博
物
館
の
岡
宏
三
氏
に
多
大
な
ご
助
力
、
ご
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文

学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」（
代
表
・
大

高
洋
司
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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List of Renku collection in Tezen Family Archives

SASAKI Anri

（Tezen Museum curator）

〔A b s t r a c t〕

This report is the list of Renku from the document that remains in Tezen Family. Renku in

Tezen Family was made from Horeki to Tempoh period. Renku archives of Tezen Family is

very valuable in order to find the person involved in Kizuki literature of each times and to

study the exchanges with other regions people, changing of times.

Keywords：Renku Kiken, Byakura, Taisha, Tezen Museum

六
〇

手
錢
家
所
蔵
連
句
資
料
一
覧
（
上
）（
佐
々
木
杏
里
）

－１６５－


